
今
年
、
和
歌
浦
の
海
域
で
開
か
れ
る

全
国
・
世
界
大
会
を
和
歌
山
県
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
げ
て
い
く
取
組
が
必
要
で
は
な
い
か
。

格
好
の
機
会
と
捉
え
、
大
会
受
入
窓
口

と
な
る
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
観
光
局
と
も

連
携
を
密
に
し
て
、
海
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
和
歌
山
県
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

本
年
は
、
日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住

１
０
０
周
年
、
来
年
は
県
人
会
設
立
55
周
年

で
も
あ
る
が
、
日
伯
交
流
の
今
後
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

本
年
７
月
に
は
記
念
事
業
と
し
て
、

参
加
者
を
募
り
、
県
民
に
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
問

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
新
た
な
青
少
年
交

流
事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。さ
ら
に
来
年

は
県
民
あ
げ
て
の
ブ
ラ
ジ
ル
・
和
歌
山
間
の

交
流
事
業
を
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

建
て
替
え
後
、
分
院
は
地
域
医
療
に

ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
く
の
か
。

機
能
分
担
に
よ
る
新
た
な
診
療
体
制

の
も
と
、夜
間
救
急
診
療
な
ど
も
含
め
、地
域

内
で
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
、
教

育
・
研
究
・
研
修
な
ど
の
機
能
も
充
実
し
た

附
属
病
院
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

築
造
か
ら
１
０
５
年
経
過
し
た
橋
梁

の
改
築
を
南
海
電
鉄
に
強
く
働
き
か
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

南
海
電
鉄
か
ら
は
、
耐
震
性
能
評
価

を
実
施
し
、
橋
脚
の
安
全
性
が
確
保
で
き
る

結
果
で
あ
っ
た
こ
と
、ま
た
、緊
急
地
震
速
報

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
と
報
告
を
受
け
て
い

る
。し
か
し
、
今
後
も
安
全
性
の
確
保
を
徹
底

す
る
よ
う
、
強
く
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

食
品
の
適
正
表
示
や
食
品
偽
装
の
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
、ど
の
よ
う
に
対
策
を
と
る
の
か
。

食
品
関
係
事
業
者
へ
の
注
意
喚
起
、

適
正
表
示
の
指
導
、
消
費
者
へ
の
情
報
提
供

に
努
め
て
い
る
。新
年
度
か
ら
は
、
食
品
表
示

に
つ
い
て
は
、
環
境
生
活
部
で
一
括
し
て
対

応
し
、各
事
業
者
に
対
し
て
は
、食
品
表
示
推

進
者
を
養
成
す
る
新
た
な
制
度
を
創
設
し
、

適
正
な
表
示
を
促
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
３
子
以
降
の
３
歳
児
未
満
保
育
料

の
無
料
化
は
、全
額
補
助
で
な
く
、新
た
な
財

源
が
必
要
な
た
め
導
入
を
見
送
る
市
町
村
も

あ
る
。市
町
村
の
財
政
状
況
に
よ
り
保
育
料

に
格
差
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

平
成
20
年
度
当
初
予
算
で
の
導
入
を
見

送
る
市
町
村
に
は
、
少
子
化
対
策
の
課
題
認
識

を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
補
正
予
算
対
応
も
含

め
早
期
に
取
り
組
む
よ
う
要
請
し
て
い
く
。

和
歌
山
県
に
も
ひ
き
こ
も
り
者
が

７
、
８
千
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今

後
、県
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

放
置
で
き
な
い
問
題
と
考
え
て
お

り
、
県
で
は
独
自
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。国
に
対
し
て
は
総
合
的
な
ひ
き
こ
も
り

者
支
援
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。今
後
、
県
独

自
の
対
応
に
つ
い
て
、
国
の
モ
デ
ル
に
な
る

よ
う
な
事
業
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

現
在
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
体
制
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

県
立
保
健
所
で
は
無
料
で
実
施
し
て

い
る
。医
療
機
関
で
の
検
査
は
、
県
の
事
業
と

し
て
、
３
月
５
日
か
ら
５
０
５
の
医
療
機
関

で
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。今
後
は
、

感
染
が
判
明
し
た
方
に
、
受
診
の
勧
奨
を
行

う
な
ど
医
療
機
関
等
と
連
携
し
対
策
を
進
め

て
い
く
。今

回
債
権
放
棄
す
る
中
小
企
業
高
度
化

資
金
延
滞
額
１
０
９
億
円
の
う
ち
92
億
円
が
同

和
対
策
融
資
だ
と
い
う
結
果
を
ど
う
考
え
る
か
。

県
経
済
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
き

た
繊
維
、
皮
革
等
の
地
場
産
業
の
ウ
エ
イ
ト

が
高
く
、そ
の
産
業
高
度
化
、地
域
改
善
を
実

施
し
て
き
た
た
め
、
必
然
的
に
貸
付
が
多
く

な
っ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
の
後
の
経
済

環
境
の
悪
化
等
で
延
滞
額
が
増
え
た
と
考
え

て
い
る
。若

者
の
正
規
雇
用
の
拡
大
、
不
安
定

で
無
権
利
な
派
遣
労
働
を
規
制
す
る
こ
と
が

急
務
で
は
な
い
か
。

最
低
賃
金
法
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

法
の
改
正
、
労
働
契
約
法
の
施
行
な
ど
雇
用

の
格
差
是
正
に
向
け
た
法
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。県
と
し
て
も
、
適
切
な
労
働
条
件
の

確
保
、改
善
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
業
立
県
和
歌
山
に
お
け
る
農
業
振

興
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

健
康
、
安
全
、
お
い
し
さ
を
求
め
る
消

費
者
ニ
ー
ズ
等
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、

国
内
外
へ
の
販
売
促
進
の
強
化
を
は
じ
め
、

担
い
手
の
育
成
・
確
保
や
働
き
や
す
い
農
地

づ
く
り
に
加
え
、
高
品
質
な
農
産
物
の
生
産

対
策
、
鳥
獣
害
防
止
対
策
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、農
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

北
京
五
輪
や
上
海
万
博
を
控
え
、
有

望
な
市
場
で
あ
る
中
国
で
の
紀
州
材
の
販
路

開
拓
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

中
国
は
有
望
な
市
場
と
し
て
考
え
て

い
る
。今
後
、
建
築
博
覧
会
へ
の
紀
州
材
の
出

展
や
、
販
売
協
力
店
の
開
拓
を
進
め
る
ほ
か
、

い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ト
も
模
索
し
な
が
ら
、
紀

州
材
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
重
点
的
に
行

っ
て
い
き
た
い
。

本
年
６
月
か
ら
行
わ
れ
る
新
た
な
入

札
制
度
で
は
、
地
元
企
業
の
保
護
・
育
成
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

発
注
に
際
し
て
は
、
県
内
業
者
を
最

優
先
す
る
こ
と
と
し
、
施
工
可
能
な
県
内
業

者
が
な
い
工
事
に
つ
い
て
も
、
県
外
業
者
に

県
内
業
者
と
の
J
V
を
義
務
付
け
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

府
県
間
道
路
で
も
国
道
で
あ
れ
ば
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
整
備
す
る
よ
う
に
制
度

変
更
を
求
め
る
要
望
を
国
に
対
し
て
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

ご
意
見
に
は
共
感
を
覚
え
る
が
、
今

あ
る
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
で

あ
る
。そ
の
た
め
、
国
に
積
極
的
な
進
度
調
整

や
補
助
率
か
さ
上
げ
等
々
を
要
望
す
る
な

ど
、実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

全
国
的
に
み
て
、
い
わ
ゆ
る
無
駄
な

道
路
と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
と
思
う
か
。

そ
れ
は
国
会
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
県
議

会
で
も
、
議
論
す
れ
ば
い
い
こ
と
で
あ
る
。私

と
し
て
は
無
駄
は
廃
し
て
、
和
歌
山
県
の
道

路
を
1
cm
で
も
多
く
造
っ
て
も
ら
い
た
い
、

財
源
を
よ
り
多
く
回
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

国
道
42
号
有
田
海
南
道
路
と
国
道
３

７
０
号
の
早
期
整
備
に
対
す
る
取
組
と
、
道

路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
廃
止
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

国
道
42
号
海
南
市
冷
水
〜
藤
白
間
の

４
車
線
化
が
国
直
轄
事
業
と
し
て
今
年
度
新

規
採
択
さ
れ
た
。残
る
バ
イ
パ
ス
区
間
も
有

田
海
南
道
路
と
し
て
で
き
れ
ば
年
度
内
に
都

市
計
画
決
定
を
完
了
し
、
国
に
20
年
度
新
規

事
業
化
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。３
７

０
号
に
つ
い
て
は
、観
光
や
産
業
、生
活
な
ど

を
支
え
る
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
整
備
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め

に
は
暫
定
税
率
等
の
延
長
に
よ
る
道
路
財
源

の
安
定
的
な
確
保
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

県
内
の
小
中
高
校
生
の
体
力
・
運
動

能
力
低
下
の
原
因
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

大
き
な
要
因
の
一
つ
に
運
動
す
る
機

会
の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
。そ
こ
で
「
学
校
を

核
と
し
た
体
力
づ
く
り
」「
体
力
に
対
す
る
意

識
改
革
」「
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
連

携
し
た
運
動
機
会
の
提
供
」
を
柱
と
し
て
体

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
と
結
び
つ
い
た
教
育
行
政
を
行
う

た
め
に
は
、
廃
止
し
た
地
方
教
育
事
務
所
に
替

わ
る
室
だ
け
で
も
配
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
方
別
の
教
育
長

会
議
や
指
導
主
事
会
を
開
催
す
る
等
現
場
の

意
見
を
聴
く
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
地

方
に
お
け
る
支
援
拠
点
の
整
備
を
図
り
、
指

導
と
人
事
の
両
面
で
市
町
村
と
の
密
接
な
連

携
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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22月定例会の概要
会　期
２月２２日から
　３月１８日までの２６日間

平
成
平
成
２０
年
度
和
歌
山
県
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

年
度
和
歌
山
県
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

平
成
平
成
２０
年
度
和
歌
山
県
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

年
度
和
歌
山
県
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

平
成
２０
年
度
和
歌
山
県
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

ヨ
ッ
ト
競
技
の
全
国・世
界
大
会
に
か
か
る
広
報

日
伯
交
流

紀
北
分
院
の
地
域
医
療
に
対
す
る
貢
献

南
海
本
線
紀
ノ
川
橋
梁

食
の
安
全

ひ
き
こ
も
り
対
策

知事は、県の目指す将来像を県民にわかりやすく示す必要があると考え、
今後10年間に取り組む施策の基本方向を明らかにする「和歌山県長期総
合計画」を策定し、それに沿って初年度たる平成20年度は6分野20項目
に分類した「新政策」を定め、具体的に実施・実践していくことにしたと説
明しました。また、今後は毎年度、その進捗状況を注視しながら事業の見
直しを行い、新しい施策を積極的に展開していくと述べました。

和歌山県未成年者喫煙防止条例、和歌山県防災対策推進条例が議員提
案され、可決されました。いずれも、4月1日に施行されています。
本会議では18 名の議員が質問しました。主な質問とこれに対する知事や
関係当局の答弁は次のとおりです。（要約）

知事説明要旨

会期中の主な動き
●

●

問答

問答問
子
育
て
支
援

紀
州
材
の
販
路
開
拓

道
路
特
定
財
源

国
道
４２
号
有
田
海
南
道
路
及
び
国
道
３
７
０
号
へ
の
取
組

問

問

答答
入
札
制
度

問答
国
道
３
７
１
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進

問答

問
薬
害
肝
炎
の
対
応
策

問問 答答答

問答問

子
ど
も
の
体
力
維
持

地
方
教
育
事
務
所
機
能
の
再
考

問 答問答 答
債
権
放
棄

若
者
の
不
安
定
就
労

問
農
業
振
興
の
基
本
的
な
考
え
方

問 答答答

議決結果・意見書等
　　 項　目
知事提出の予算案件
　　〃　　条例案件

　　〃　その他案件

議員提出の条例案件

請願

意見書

決議

件数 
30件
30件
16件
1件
3件

1件

1件
8件

2件

結　果

可　決

可　決
継続審査
可　決

採　択

継続審査
可　決

可　決

　　　　　　　　概　要
平成20年度和歌山県一般会計予算 他
和歌山県景観条例 他
和歌山県長期総合計画の策定について 他
権利の放棄について
和歌山県未成年者喫煙防止条例 他
原爆症認定制度の抜本的改善を厚生労働省
に求める意見書に関しての請願
かつらぎ町道折登堀越線の県道昇格について
ひきこもり対策を求める意見書 他
和歌山県プレジャーボートの係留保管の
適正化に関する条例案に対する附帯決議 他

問　県議会事務局議事課
☎    073－441－3570
FAX 073－441－3575
ホームページ　http://www.pref.wakayama.lg.jp
                /prefg/200100/www/

平成 20 年 6 月定

例会の県議会だよりから、「県民の友」

への掲載ではなく、新聞への折り込み

配布となります。新聞を購読していな

い方は、県議会ホームページや各振興

局、図書館等で閲覧できます。なお、点

字版又は音声による県民の友をご利

用いただいている方には別途送付さ

せていただきます。

問問 答答


